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美しい山・川・海
人が躍動する　交流と共生のまち

【写真】第9回美方郡消防操法大会で奮闘する選手たち
（6ページに関連記事）
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平
成
12
年
に
介
護
保
険
制
度
が

導
入
さ
れ
て
6
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。香

美
町
の
要
支
援
・
要
介
護
認

定
者
は
年
々
増
加
し
、
制
度
開
始

当
初
か
ら
比
べ
る
と
、
約
1
・
7

5
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
表
1
）

特
に
要
支
援
、
要
介
護
1
と
い

う
軽
度
の
人
の
認
定
が
増
え
て
い

ま
す
。

軽
度
の
認
定
者
の
増
加
は
全
国

的
な
傾
向
で
す
が
、「
要
介
護
状
態

に
な
ら
な
い
＝
介
護
予
防
が
重
要
」

と
い
う
認
識
の
も
と
、
国
も
平
成

18
年
度
か
ら
「
予
防
重
視
型
の
シ

ス
テ
ム
へ
の
転
換
」
を
打
ち
出
し

て
い
て
、
介
護
予
防
の
重
要
性
が

高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り

介
護
予
防
で
み
ん
な
い
き
い
き

「
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
き
い
き
暮
ら
し
た
い
」

こ
れ
は
だ
れ
も
が
抱
く
願
い
で
す
。

香
美
町
で
も
高
齢
者
対
策
の
重
要
な
柱
と
し
て
、
要
介
護
状
態
に

な
ら
な
い
よ
う
に
と
い
う
観
点
か
ら
「
介
護
予
防
」
に
重
点
を
置
い

て
、転倒

予
防
教
室
”
や
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
”
な
ど
の
事
業

介
護
保
険増

え
る
軽
度
認
定
者

平成12年

13年

14年

15年

16年

17年

112

108

143

126

148

154

要介護5

77

101

100

107

116

142

91

87

103

121

142

135

109

126

137

145

126

131

143

183

208

268

287

280

60

81

81

104

145

192

要介護4要介護3要介護2要介護1要支援

表1 香美町の要支援・要介護認定者数の推移（各年とも4月1日現在）

（単位：人）

高
齢
者
対
策
は
ど
の
町
で
も
、

重
要
な
施
策
の
柱
で
す
。

特
に
高
齢
化
率
の
高
い
但
馬
地

域
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が
講

じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
老
人
保
健
事
業
や
介

護
保
険
事
業
は
、
町
の
費
用
負
担

が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
（
表

2
）こ

れ
ら
の
費
用
は
、
医
療
機
関

や
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が

増
え
る
と
増
加
し
ま
す
の
で
、
現

在
の
香
美
町
内
で
も
年
々
、
そ
れ

ら
の
利
用
者
が
増
え
て
き
て
い
る
、

つ
ま
り
健
康
に
何
ら
か
の
不
安
が

あ
る
と
い
う
状
況
が
増
え
て
き
て

い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
抑
制
対
策
と
し
て

元
気
な
高
齢
者
を
育
成
す
る
た
め

の
対
策
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

増
え
続
け
る
介
護
保
険
・

老
人
保
健
事
業
費

合　計

592

686

772

871

964

1,034

指数

1.00

1.16

1.30

1.47

1.63

1.75

最新のトレーニングマシンで筋力をアップ（高齢者筋力向上トレーニング）

※指数は平成12年を
1.00とした場合の増
減率

”

”
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平成12年度

13年度

14年度

15年度

16年度

47,085

54,481

61,419

60,762

65,229

美方町

62,050

71,075

76,350

77,856

89,673

170,597

91,357

100,180

101,866

122,747

25,741

20,866

17,971

20,662

43,671

43,940

50,445

46,300

53,810

60,055

村岡町香住町美方町村岡町香住町

表2 旧町の老人保健・介護保険の町費負担額

（単位：千円）

元
気
な
高
齢
者
が

町
財
政
を
救
う

町
内
に
元
気
な
高
齢
者
が
増
え

れ
ば
、
活
動
の
場
が
広
が
り
ま
す
。

町
の
全
体
的
な
行
財
政
の
あ
り

方
を
検
討
す
る
行
財
政
改
革
検
討

委
員
会
で
も
高
齢
者
対
策
は
重
要

な
検
討
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
委
員
会
で
は
人
口
構
造

の
変
化
に
対
応
し
た
健
康
福
祉
社

会
づ
く
り
と
少
子
高
齢
化
対
策
の

点
か
ら
議
論
を
展
開
し
て
い
ま
す

が
、
「
介
護
施
設
の
利
用
者
の
う

ち
、
ま
だ
元
気
な
高
齢
者
は
、
身

近
な
地
域
の
公
民
館
な
ど
で
憩
え

る
よ
う
、『
地
域
内
の
助
け
合
い
活

動
』
を
展
開
す
る
べ
き
」
と
い
う

意
見
が
出
て
い
ま
す
。

ま
た
、
定
年
退
職
者
の
受
け
入

れ
や
高
齢
者
の
就
労
の
場
づ
く
り

を
推
進
す
る
べ
き
と
い
う
意
見
も

出
さ
れ
て
お
り
、
元
気
で
働
け
る

環
境
づ
く
り
に
よ
る
介
護
予
防
の

重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

行
財
政
改
革
検
討
委
員
会

で
も
協
議
事
項
に

70,993

70,824

78,040

84,601

88,934

老人保健 介護保険

介護予防のためにこんな活動
をしています

介
護
予
防
っ
て
何
を
す
る
？

町
で
は
介
護
予
防
に
関
す
る
教

室
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
に
よ
く
あ
る
転
倒
に
よ

る
け
が
を
防
ぐ
た
め
の
転
倒
予
防

教
室
や
、
筋
力
を
向
上
さ
せ
る
た

め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
と
い
っ

た
肉
体
的
な
も
の
だ
け
で
な
く
、

生
き
が
い
づ
く
り
な
ど
の
精
神
的

な
も
の
と
し
て
「
い
き
い
き
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
」
な
ど
高
齢
者
が
気

軽
に
集
え
て
活
動
で
き
る
場
所
づ

く
り
な
ど
に
つ
い
て
も
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
。

（
詳
し
く
は
左
の
囲
み
を
ご
覧
く
だ

さ
い
）

仕
事
だ
け
で
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
な
ど
の
分
野
で
も
こ
れ
か
ら

高
齢
者
の
力
が
必
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。

そ
う
す
れ
ば
、
町
に
活
気
も
あ

ふ
れ
て
き
ま
す
。

そ
し
て
、
何
よ
り
健
康
を
維
持

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
町
費
の

負
担
額
や
医
療
機
関
に
か
か
る
機

会
が
少
な
く
な
り
、
医
療
費
な
ど

に
対
す
る
町
の
財
政
的
負
担
の
ほ

か
、
個
人
の
経
済
的
負
担
も
少
な

く
な
り
、
介
護
保
険
料
の
抑
制
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

元
気
な
高
齢
者
が
増
え
れ
ば
、

町
に
活
気
が
み
な
ぎ
り
、
町
財
政

の
面
か
ら
も
産
業
振
興
や
少
子
化

対
策
へ
の
投
資
が
し
や
す
く
な
り
、

元
気
な
高
齢
者
が
町
財
政
を
救
う

こ
と
に
な
る
の
で
す
。

■認知症介護教室「頭の体操教室」
老人クラブやグループ単位で、

認知症を予防して、いきいきと生
活することを目的に、脳の活性化
訓練を行います。あわせて認知症
予防講演会も開催します。

■IADL（日常生活関連動作）訓練事業
「元気はつらつ塾～楽々クッキング教室～」
（香住区）
「生活リハビリ教室」（村岡区）
「げんきで過ごそう会」（小代区）
日常生活に不安のある自立高齢

者や要支援者などを対象に、日常
生活の自立を目的に炊事・洗濯・
買い物・服薬などの家事訓練を中
心に行います。本年度は調理を中
心とした教室を開催します。

■転倒予防教室
「てんとうムシ倶楽部。」（香住区）
「いきいき教室、72歳の教室」（村岡区）
「さわやか教室」（小代区）
要介護状態になるおそれのある

人に対して、老化などで心身機能
が低下している人に対して、閉じ
こもりや孤独などからの回復、転
倒予防を目的に訓練を行います。

■高齢者筋力向上トレーニング事業
「いきいき元気アップ教室」（香住区）
60歳以上の人を対象に、高齢者

向けのトレーニング機器を使用し
て、筋力をつけ、柔軟性を養い、
バランス能力を高めることを目的
にトレーニングを行います。専門
スタッフが個別運動プログラムを
作成します。

■足指・爪のケアに関する事業
（小代区）
要介護状態になるおそれのある

人に対して、足指・爪のケアの重
要性についての知識と適切なケア
の方法についての普及事業です。

無理をしない運動から始めることが大切（転倒予防教室）

ここに挙げた事業は一例です。
ほかにも介護予防関係の事業を行
っています。
詳しい内容や対象者などをお知

りになりたいときは、役場、各地
域局へお問い合わせください。
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道
の
駅
・
村
岡
フ
ァ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン
は
、

国
道
9
号
沿
い
に
あ
り
、
香
美
町
の
南
の
玄

関
口
と
し
て
多
く
の
人
が
訪
れ
る
場
所
で
す
。

こ
の
施
設
は
、
農
産
物
の
展
示
直
売
所
、

レ
ス
ト
ラ
ン
、
ト
イ
レ
、
駐
車
場
を
整
え
て

お
り
、
敷
地
内
に
は
観
光
案
内
所
（
村
岡
観

香
美
町
の
南
の
玄
関
口

村
岡
フ
ァ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン
で
山
と
海
の
Ｐ
Ｒ
を
！

豊
か
な
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
た
香
美
町
は
、
今
ま
で
以
上
に
観
光
業
の
振
興
に
力
を
入
れ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、
町
で
は
香
美
町
の
南
の
玄
関
口
に
位
置
す
る
道
の
駅
「
村
岡
フ
ァ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン
」（
村
岡
区
大
糠
）で
町
外

か
ら
訪
れ
る
皆
さ
ん
に
香
美
町
の
山
や
海
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

恵
ま
れ
た
立
地
条
件
を
生
か
し
て

観
光
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を

フ
ァ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン
で
は
、
今
ま
で
村
岡

区
の
農
産
物
の
展
示
直
売
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
観
光
客
に
は
、
村
岡
区
の
農
家
の
皆
さ

ん
の
手
作
り
の
季
節
の
新
鮮
な
野
菜
に
人
気

が
あ
り
ま
し
た
。

9
月
か
ら
は
香
住
区
の
20
世
紀
梨
を
販
売

し
、
さ
ら
に
毎
週
土
曜
、
日
曜
日
は
香
住
ガ

ニ
、
カ
レ
イ
、
ハ
タ
ハ
タ
の
一
夜
干
し
、
ス

ル
メ
な
ど
の
展
示
直
売
も
加
わ
り
、
香
美
町

の
特
産
品
が
店
頭
を
飾
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
11
月
か
ら
は
松
葉
ガ
ニ
漁
も
始
ま
り
ま

す
の
で
、
今
ま
で
以
上
に
季
節
の
山
・
海
の

新
鮮
な
特
産
品
を
売
り
出
し
ま
す
。

山
・
海
の
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ

新
鮮
な
カ
ニ
、
カ
レ
イ
、
ハ
タ
ハ
タ

な
ど
の
魚
介
類
を
展
示
直
売
し
ま
す

観
光
イ
ベ
ン
ト
で
香
美
町
の
Ｐ
Ｒ

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
フ
ァ
ー
ム
ガ
ー

デ
ン
は
、
観
光
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
絶
好
の
場

所
で
す
。

今
ま
で
も
、
夏
と
秋
の
収
穫
祭
、
山
野
草

展
、
写
真
展
な
ど
の
村
岡
区
の
自
然
や
食
材

を
利
用
し
た
誘
客
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

今
後
は
、
観
光
協
会
や
産
業
団
体
な
ど
と

協
議
を
進
め
な
が
ら
香
美
町
全
域
の
資
源
を

利
用
し
た
観
光
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
き

ま
す
。

ま
た
、
観
光
案
内
所
で
は
、
観
光
ポ
ス
タ

ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
置
い
て
、
係
員

が
香
美
町
の
観
光
案
内
を
行
い
ま
す
。

光
協
会
）
も
あ
っ
て
香
美
町
の
観
光
案
内
を

行
っ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
こ
の
恵
ま
れ
た
立
地
条
件
を
生

か
し
て
本
町
の
特
産
品
の
展
示
直
売
や
観
光

案
内
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
ま
す
。

ま
た
、
タ
イ
ム
リ
ー
に
多
彩
な
観
光
イ
ベ

ン
ト
を
行
う
な
ど
、
フ
ァ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン
を

本
町
全
体
の
観
光
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
そ
の

役
割
を
高
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

道の駅・村岡ファームガーデン

観
光
イ
ベ
ン
ト
同
時
開
催
で
Ｐ
Ｒ

香住の新鮮な海の幸を村岡で買
うことができます

10
月
2
日
に
は
香
美
町
の
観
光
Ｐ
Ｒ

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
村
岡
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
研

究
会
が
主
催
す
る
日
本
食
原
点
3
点
セ

ッ
ト
発
売
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
同
時
開
催

し
た
も
の
で
、
同
会
の
梅
干
し
の
種
飛

ば
し
大
会
に
併
せ
て
、
町
の
観
光
イ
ベ

ン
ト
を
行
っ
て
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に

楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
企
画
し
た
も
の

で
す
。

第
3
回
目
と
な
る
種
飛
ば
し
大
会
の

後
に
、
香
住
で
水
揚
げ
さ
れ
た
シ
ロ
イ

カ
で
作
っ
た
イ
カ
そ
う
め
ん
早
食
い
大

会
を
行
い
、
観
光
客
だ
け
で
な
く
、
地

元
の
人
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

（
写
真
上：

大
会
記
録
も
出
た
梅
干
し
の
種
飛
ば
し

大
会
、
写
真
下：

長
い
は
し
の
扱
い
に
悪
戦
苦
闘

イ
カ
そ
う
め
ん
早
食
い
大
会
）



こ
の
矢
田
川
桜
つ
つ
み
街
道
事

業
は
、
新
町
の
町
民
運
動
の
一
つ

と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
力
で
新
し
い

町
の
シ
ン
ボ
ル
街
道
を
造
成
し
て

こ
そ
、
真
の
町
民
の
一
体
感
が
醸

成
で
き
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

植
栽
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
い
た

だ
け
る
人
、
地
元
の
景
観
整
備
に

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
力
が
事
業
の
成
功
に
は
不

可
欠
で
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご

協
力
、
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

役
場
健
康
福
祉
部
町
民
課

1
0
7
9
6
・
36
・
1
1
1
1

村
岡
地
域
局
健
康
福
祉
課

1
0
7
9
6
・
94
・
0
3
2
1

小
代
地
域
局
健
康
福
祉
課

1
0
7
9
6
・
97
・
3
1
1
1
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矢
田
川
桜
つ
つ
み
街
道
事
業
は
、

矢
田
川
を
始
め
と
す
る
町
内
の
主

要
河
川
沿
い
に
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
手
で
桜
を
植
栽
し
て
い
た
だ
き
、

美
し
い
桜
街
道
を
形
成
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

新
町
の
誕
生
記
念
と
、
町
民
の

一
体
感
の
醸
成
を
目
的
に
、
町
民

運
動
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

本
年
度
と
来
年
度
の
2
カ
年
で

約
7
0
0
本
の
桜
の
植
栽
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

日
本
の
代
表
的
な
木
で
あ
り
、

河
川
と
の
景
観
を
考
慮
し
て
、
桜

を
植
栽
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
が
、

そ
の
中
で
も
香
美
町
の
気
候
な
ど

の
関
係
か
ら
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を

使
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

町
民
み
ん
な
で
つ
く
る
桜
街
道

矢
田
川
桜
つ
つ
み
街
道
事
業

香
美
町
誕
生
か
ら
半
年
が
経
ち
ま
し
た
。

町
で
は
新
町
の
誕
生
を
記
念
し
、
併
せ
て
町
民
が
一
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
事
業
と
し
て
、

矢
田
川
を
始
め
と
す
る
町
内
の
主
要
な
河
川
沿
い
に
桜
を
植
栽
す
る「
矢
田
川
桜
つ
つ
み
街
道
事
業
」を

実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

オオヤマザクラ（大山
桜）：主に山地に生え、
樹皮は暗い栗色で花は
赤みが強い。花と葉が
ほぼ同時に咲く。ほか
の桜より長寿で寒さに
も強く、開花時期も若
干早い。

町
民
の
一
体
感
醸
成
の
た
め

に

主
要
河
川
に

2
年
で
約
7
0
0
本
を
植
栽

植
栽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

桜
を
植
栽
す
る
川
は
、
矢
田
川

（
香
住
区
、
村
岡
区
、
小
代
区
）
、

湯
舟
川
（
村
岡
区
）、
長
谷
川
（
香
住

区
）
、
西
川
（
香
住
区
）
、
佐
津
川

（
香
住
区
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
矢
田
川
に
約
3
3
0
本
、

湯
舟
川
に
約
1
0
0
本
、
長
谷

川
・
西
川
に
約
70
本
の
計
5
0
0

本
を
植
栽
予
定
で
、
街
道
の
総
延

長
は
約
6
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
な
り

ま
す
。

三
田
市
で
行
わ
れ
る
全
国
育
樹

祭
の
開
催
日
、
10
月
30
日
を
基
準

日
に
、
10
月
20
日
〜
11
月
10
日
を

植
栽
の
実
施
日
に
し
て
い
ま
す
。

来
年
に
は
、
佐
津
川
な
ど
に
新

た
に
2
0
0
本
の
植
栽
を
計
画
し

て
お
り
、
具
体
的
な
植
栽
場
所
は
、

今
後
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

お
聞
き
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
お

り
ま
す
。

今
回
の
植
栽
に
は
2
〜
3
年
物

の
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
苗
木
（
高
さ

1
・
5
メ
ー
ト
ル
程
度
）
を
使
用
し

ま
す
。

数
年
後
に
は
、
町
内
に
美
し
い

桜
街
道
が
出
現
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

そ
し
て
香
美
町
の
春
の
風
物
詩

に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

川沿いに美しい桜街道を作りましょう（写真は香住区内）
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第9回美方郡消防操法大会成績（香美町消防団関係、敬称略）
【ポンプ車操法の部】 団体優勝　香住特設分団
個人最優秀賞…指揮者　森　浩之（香住特設分団）・井上政志（村岡特設第3分団）、1番員　小松照彦（香住特設分
団）、2番員　松岡大悟（香住特設分団）、3番員　吉野渉史（香住特設分団）、4番員　長谷川和也（香住特設分団）

【小型ポンプ操法の部】 団体優勝　香住第1分団　準優勝　香住第2分団
個人最優秀賞…指揮者　福島　功（香住第1分団）、1番員　守山　学（香住第1分団）・久保隆之（香住第2分団）、2
番員　福井　誠（香住第1分団）、3番員　藤原喜一（香住第1分団）

雨中の激闘、白熱の勝負　第9回美方郡消防操法大会
9月23日、香住区境の香住漁港東港で「第9回美方郡消防操法大会」が開催されました。

競技は郡内から選ばれたポンプ車操法5分団、小型ポンプ操法10分団によって、いかに迅速に、
いかに正確に機械を操作し、いかに早く標的めがけて放水できるかで争われます。

当日は、時折雨が強く降るあいにくの天気でしたが、
選手たちは分団の名誉をかけて、日ごろの練習の成果をこの大会で発揮しました。

ポポンンププ車車操操法法のの醍醍醐醐味味、、22線線放放水水

選選手手のの健健闘闘にに審審査査員員もも厳厳正正なな採採点点
をを行行うう

「「操操作作ははじじめめ」」操操作作をを開開始始すするる選選手手たたちち

放放水水時時のの水水圧圧がが選選手手をを苦苦ししめめるる

開開始始前前のの整整列列、、最最もも緊緊張張感感がが高高ままるる時時

放放水水のの瞬瞬間間、、標標的的めめががけけてて
ホホーーススをを構構ええるる

規規定定内内のの圧圧力力ににししなないいとと減減点点ににななるる

機機械械操操作作ががううままくくいいかかななけけれればば
水水はは送送水水さされれなないい

目目的的地地点点へへ、、ホホーーススをを担担いいでで全全力力疾疾走走

機機械械側側かかららみみたた放放水水風風景景
一一直直線線上上にに選選手手がが重重ななるる
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10
月
に
入
り
、
よ
う
や
く
秋
ら
し
さ

を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

4
月
に
3
町
が
合
併
し
て
ス
タ
ー
ト

し
た「
香
美
町
」も
、
早
や
発
足
後
6
カ

月
が
経
ち
ま
し
た
。

山
・
川
・
海
の
豊
か
な
自
然
と
、
カ

ニ
や
但
馬
牛
な
ど
の
優
れ
た
特
産
物
を

有
す
る
香
美
町
。
お
か
げ
さ
ま
で
町
民

の
皆
さ
ん
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に

よ
り
、
山
の
ま
ち
と
海
の
ま
ち
と
の
特

色
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

み
始
め
ま
し
た
。

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

た
め
に
は
、
何
と
い
っ
て
も
、
町
民
の

皆
さ
ん
が
心
を
一
つ
に
し
て
取
り
組
ん

で
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

有
り
難
い
こ
と
に
、
合
併
直
後
か
ら

各
種
団
体
が
一
本
化
に
取
り
組
ま
れ
、

既
に
区
長
会
、
婦
人
会
、
老
人
ク
ラ
ブ

な
ど
の
住
民
団
体
が
、
さ
ら
に
教
育
・

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
福
祉
、
産
業
関
係

な
ど
の
多
く
の
団
体
が
、
全
町
組
織
に

統
合
し
て
活
動
を
始
め
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
商
工
会
青
年
部
や
青
年
会
議

所
な
ど
若
い
世
代
の
人
た
ち
の
交
流
も

積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
町
民
の
皆
さ
ん
の
自
発
的

な
活
動
・
交
流
を
も
と
に
、
香
り
高
く

美
し
い
ま
ち
香
美
町
づ
く
り
を
一
歩
一

歩
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

香
美
町
長

こ
ん
に
ち
は
　
町
長
で
す

「
香
美
町
」発
足
し
て
6
カ
月

9
月
24
日
　
第
17
回
香
住
潮
風
マ
ラ
ソ
ン
大
会

9
月
25
日
　
第
8
回
村
岡
ダ
ブ
ル
フ
ル
ウ
ル
ト
ラ
ラ
ン
ニ
ン
グ

9月25日、村岡区内全域を舞台に、第8回村岡
ダブルフルウルトラランニングが開催されまし
た。44キロ、88キロ、100キロの3コースに全
国から437人が参加。山間部を利用した高低差
590メートルの過酷な状況の中で、ランナーた
ちは体力の限界に挑んでいました。

9月24日、香住漁港西湊をスタート地点に、第
17回香住潮風マラソン大会が開催されました。
当日は3キロ、5キロ、10キロの3コースに1,393
人が参加。全コース海岸線を走りぬける港町な
らではの大会で、秋のさわやかな潮風を受けな
がらランナーたちは健脚を競っていました。

港と漁船を背にコースへ飛び出すランナー

村岡でピカチュウが走れば…香住ではミッキーマウスがゴール

日も昇らぬ午前5時30分、88・100キロの部スタート

疲れたランナーを勇気づけるのは何といっても沿道の声援
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9
月
の
町
議
会
定
例
会
で
、
平
成
16
年
度
の
香
住
町
、
村
岡
町
、
美
方
町
、

矢
田
川
流
域
衛
生
一
部
事
務
組
合
の
各
会
計
決
算
が
認
定
に
付
さ
れ
ま
し
た
。

旧
3
町
と
矢
田
川
流
域
衛
生
一
部
事
務
組
合
は
、
合
併
に
よ
り
平
成
17
年
3

月
31
日
を
も
っ
て
消
滅
し
た
た
め
、
平
成
16
年
度
決
算
に
つ
い
て
は
、
同
日
付

け
で
打
ち
切
り
決
算
（
※
）
を
行
い
、
香
美
町
に
引
き
継
い
で
い
ま
す
。

香住町　会計別歳入歳出決算　（単位：千円）

一般会計

国民健康保険事業費

介護保険事業費

老人保健事業費

直営診療所事業費

簡易水道事業費

財産区

香住海岸土地造成事業費

町立地方卸売市場事業費

国民宿舎事業費

矢田川憩いの村事業費

下水道事業費

1,145,729

718,279

1,288,640

38,337

135,714

5,632

11,917

12,929

57,354

32,567

2,089,156

1,191,944

673,531

1,337,020

41,935

122,793

856

11,917

12,846

58,264

33,192

2,046,898

△46,215
44,748

△48,380
△3,598
12,921

4,776

0

83

△910
△625
42,258

特
別
会
計

6,789,645 6,585,490 204,155

歳　入 歳　出 差引額会　計　名

医業外収益 165,335
医業収益 1,547,615

収益的収入及び支出

特別収益 96

医業費用
医業外費用

特別損失

1,788,727
138,965

3,574

出資金 105,648
企業債 16,100

資本的収入及び支出

建設改良費

企業債償還金

負担金

16,648

142,022

1,850

営業外収益 6,148

営業収益 241,076

収益的収入及び支出

営業費用
営業外費用

特別損失

195,310

46,342

415

出資金 3,200

企業債 80,100

資本的収入及び支出

建設改良費

企業債償還金

216,676
53,725

工事負担金 99,277

病院事業収益 1,713,046

1,931,266病院事業費用

121,748

資本的支出 160,520

資本的収入

水道事業収益 247,224

水道事業費用 242,067

資本的収入 182,577

資本的支出 270,401

上水道事業費企業会計

公立香住総合病院事業費企業会計

香
住
町
、
村
岡
町
、
美
方
町
、

矢
田
川
流
域
衛
生
一
部
事
務
組
合

決
算
ま
と
ま
る

平
成
16
年
度

【決算状況解説】
一般会計は2億415万5千円の
黒字となりました。
歳入の主なものとして、町税
の決算額は11億4,519万円（前
年比－1.2％）、地方交付税のう
ち普通交付税は21億7,105万円
（同－2.3％）、特別交付税は3億
8,490万円（同＋38.4％）で、財
政調整基金から3億1,900万円
を取り崩しました。
歳出では、主な事業として、

庁舎建設事業（測量・地質調査
など）（1.375万円）、合併関連
事業（2億7,400万円）、中山間
地域総合整備事業（3,047万円）、
町道新設改良事業・公共（町道
狭間加鹿野線〈油良橋〉）（1億
7,494万円）、足跡化石調査事
業（239万円）、災害復旧事業
（6,251万円）などがありました。

3倍の広さになった油良橋の渡り
初めをする地元の人たち【香住町】



【決算状況解説】
一般会計は5,244万5千円の黒字となりました。
歳入の主なものとして、町税の決算額は1億

5,456万円（前年比＋1.8％）、地方交付税のうち
普通交付税は11億2,042万円（同－3.5％）、特別
交付税は2億3,170万円（同＋3.3％）で、財政調
整基金から1億8,000万円を取り崩しました。
歳出では、主な事業として、合併関連事業

（9,444万円）、町道石寺新屋線改良事業（9,546
万円）、地方道路整備臨時交付金事業（野間谷線）
（1億1,467万円）、防災基盤整備事業（1,726万円）、災害復旧事業（3,583万円）な
どがありました。

9

村岡町　会計別歳入歳出決算　（単位：千円）

一般会計

国民健康保険（事業勘定）

〃　（兎塚診療施設勘定）

〃（川会・原診療施設勘定）

〃（兎塚・川会歯科診療施設勘定）

水道事業

門真市村岡自然ふる里村運営事業

老人保健

下水道事業

宅地造成事業

介護保険

521,816

31,631

32,696

84,105

348,848

89,852

887,367

1,146,637

20,598

534,703

570,114

91,029

83,438

82,523

364,312

80,106

912,480

1,122,412

20,597

499,434

△48,298
△59,398
△50,742
1,582

△15,464
9,746

△25,113
24,225

1

35,269

特
別
会
計

5,811,699 5,731,800 79,899

歳　入 歳　出 差引額会　計　名

美方町　会計別歳入歳出決算　（単位：千円）

一般会計

国民健康保険（事業勘定）

〃　　 （直診勘定）

老人保健

介護保険

簡易水道事業

下水道事業

264,405

155,453

424,197

306,570

52.398

184,634

289,370

170,076

422,415

285,906

63,302

172,933

△24,965
△14,623
1,782

20,664

△10,904
11,701

特
別
会
計

2,931,589 2,879,144 52,445

歳　入 歳　出 差引額会　計　名

矢田川流域衛生
一部事務組合
歳入歳出決算

歳入 643,654千円

歳出 630,237千円

→差引額 13,417千円

きれいに区画整理された無南垣
のほ場【香住町】

新しくなった美方町消防団第2
分団（現小代支団小代第2分団）
の積載車と車庫【美方町】

作山浄化センターの竣工で村岡
町内の下水処理施設は全て建設
が終わりました【村岡町】

※打ち切り決算
例年、3月末日までに収入、

支出されなかった場合は、法律
で5月末日まで処理を行うこと
ができます。しかし、合併によ
る旧町の廃止により、3月末日
で会計を打ち切って決算を行い
ました。収入、支出できなかっ
たものについては、平成17年度
香美町当初予算に未収金、未払
い金として組み入れられていま
す。

【決算状況解説】
一般会計は7,989万9千円の黒字となりました。
歳入の主なものとして、町税の決算額は5億

1,884万円（前年比－0.6％）、地方交付税のうち普
通交付税は20億7,791万円（同－2.3％）、特別交
付税は3億9,220万円（同＋10.2％）で、財政調整
基金から3億4,830万円を取り崩しました。
歳出では、主な事業として、合併関連事業（4

億9,168万円）、地域案内センター整備事業（1,995
万円）、地籍調査事業（2,816万円）、長須区集会
施設整備事業（2,500万円）、東上区集会施設整備事業（3,827万円）災害復旧事業
（4,600万円）などがありました。

【こんな事業もしました】

1車線から2車線に拡幅され通行しや
すくなった町道石寺新屋線【美方町】

全但バス旧村岡営業所跡地に整備
された地域案内センター【村岡町】
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行政トピックス

コ
ウ
ノ
ト
リ
翔
る

但
馬
ま
る
ご
と
感
動
市

神
鍋
高
原
の
但
馬
ド
ー
ム
に
但

馬
の
お
い
し
い
食
べ
物
と
特
産
物

が
大
集
合
し
ま
す
。

今
年
も
但
馬
牛
を
豪
快
に
焼
き

上
げ
る
「
但
馬
牛
の
丸
焼
き
」
や

但
馬
の
お
い
し
い
食
材
を
大
鍋
で

煮
込
む
「
但
馬
ま
る
ご
と
千
人
鍋
」

な
ど
の
実
演
・
販
売
を
は
じ
め
、

解
禁
さ
れ
た
ば
か
り
の
松
葉
ガ
ニ

や
新
鮮
な
農
産
物
な
ど
但
馬
の
海

の
幸
、
山
の
幸
が
満
喫
で
き
ま
す
。

◎
と
　
き

11
月
12
日
（
土
）、
13
日
（
日
）

両
日
と
も
午
前
10
時
〜
午
後
6
時

◎
と
こ
ろ
　
県
立
但
馬
ド
ー
ム

◎
問
い
合
わ
せ
先

但
馬
ま
る
ご
と
感
動
市
実
行
委
員
会

1
0
7
9
6
・
26
・
3
6
8
5

各
種
委
員
会
　
各
分
野
の
検
討
が
進
む

9
月
末
ま
で
に
4
回
の
委
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

当
初
、
行
財
政
改
革
大
綱
作
成

の
た
め
の
方
針
決
定
や
協
議
の
進

め
方
に
つ
い
て
議
論
を
行
い
ま
し

た
が
、
検
討
項
目
が
多
い
た
め
、

委
員
会
内
に
2
つ
の
分
科
会
を
設

け
、
各
分
野
の
問
題
に
つ
い
て
集

中
的
に
議
論
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

第
1
分
科
会
（
西
尾
高
雄
分
科
会

座
長
）
で
は
「
住
民
サ
ー
ビ
ス
と
負

担
の
あ
り
方
に
関
す
る
こ
と
」
を

検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
補
助
金
や
手
当
て

な
ど
の
扶
助
費
に
つ
い
て
の
検
討

を
行
い
、
町
の
施
策
奨
励
の
た
め

の
補
助
金
、
公
的
団
体
へ
の
補
助

金
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
の
補
助
金

に
つ
い
て
の
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
各
補
助
金
の
具
体
的

な
補
助
効
果
や
補
助
の
終
期
の
設

定
の
ほ
か
、
個
人
給
付
の
問
題
、

拡
充
の
必
要
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
実

施
の
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

第
2
分
科
会
（
上
田
良
介
分
科
会

座
長
）
で
は
「
行
政
の
内
部
的
経
費

に
関
す
る
こ
と
」
を
検
討
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
主
に
公
共
施
設
の
管

理
運
営
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て

い
ま
す
。

既
に
民
間
委
託
し
て
い
る
施
設

の
現
状
や
第
3
セ
ク
タ
ー
の
運
営

状
況
を
参
考
に
、
公
共
施
設
の
民

間
委
託
の
検
討
な
ど
を
協
議
す
る

予
定
に
し
て
い
ま
す
。

行
財
政
改
革
検
討
委
員
会

医
療
体
制
検
討
委
員
会

地
域
協
議
会

香美町の特産物もたくさ
ん出ます

既
に
8
月
号
広
報
で
、
村
岡
区

地
域
協
議
会
、
小
代
区
地
域
協
議

会
の
会
合
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま

し
た
。

そ
の
後
、
8
月
27
日
に
香
住
区

地
域
協
議
会
の
第
1
回
会
合
が
開

か
れ
、
会
長
に
同
区
自
治
会
長
の

中
村
曉
さ
ん
（
香
住
区
香
住
）、
副

会
長
に
高
村
啓
介
さ
ん
（
香
住
区

境
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

会
議
の
中
で
は
、
産
業
振
興
や

香
住
海
岸
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
計
画
、

土
地
開
発
、
少
子
化
対
策
な
ど
の

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

8
月
号
広
報
で
紹
介
し
ま
し
た
香
美
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
づ

け
を
検
討
す
る
各
委
員
会
は
、
現
在
、
体
制
を
整
え
、
具
体
的
な
検

討
に
入
っ
て
い
ま
す
。

各
委
員
会
の
現
在
の
協
議
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

分
科
会
形
式
で各

分
野
を
議
論

香
住
区
地
域
協
議
会
を
開
催

9
月
末
ま
で
に
現
地
視
察
を
含

む
3
回
の
委
員
会
を
開
催
し
ま
し

た
。第

1
回
、
第
2
回
の
委
員
会
で

は
、
学
識
経
験
者
の
委
員
か
ら
、

現
在
の
医
療
を
取
り
巻
く
状
況
な

ど
に
つ
い
て
の
講
演
を
行
っ
て
も

ら
い
、
委
員
の
認
識
を
深
め
ま
し

た
。委

員
会
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
公

的
医
療
機
関
で
赤
字
経
営
が
続
く

現
状
や
医
師
の
確
保
、
周
辺
道
路

の
整
備
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、

個
々
の
医
療
機
関
の
あ
り
方
、
民

間
の
医
療
機
関
と
の
関
係
、
豊
岡

病
院
や
八
鹿
病
院
、
鳥
取
の
病
院

な
ど
と
の
役
割
分
担
の
検
討
な
ど

が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
第
2
回
の
委
員
会
で
、

「
町
内
の
医
療
関
係
施
設
（
公
立
病

院
、
診
療
所
）
を
実
際
の
目
で
見

て
、
今
後
の
委
員
会
の
参
考
に
し

て
は
ど
う
か
」
と
い
う
意
見
が
あ

り
、
9
月
20
日
に
公
的
医
療
機
関

7
カ
所
を
視
察
、
各
担
当
者
か
ら

施
設
の
概
要
や
問
題
点
な
ど
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

今
後
も
月
1
回
程
度
委
員
会
を

開
催
し
て
、
年
内
ま
で
に
香
美
町

公
的
医
療
施
設
を
視
察
し

現
状
を
把
握

の
医
療
体
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て

提
言
を
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
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来年度以降の個人住民税
（町県民税）が変わります

■定率減税額の引き下げ
・定率の税額控除が、所得割額
の15％（限度額4万円）から7.5％
（限度額2万円）に縮減
・来年6月徴収分から実施
■65歳以上の人に係る個人住民
税の非課税措置の廃止
・65歳以上の人のうち、前年の
合計所得金額が125万円以下の人
に対する非課税措置が廃止され
ます。ただし、経過措置として、
平成17年1月1日現在で65歳に達
した人の均等割額・所得割額は、
平成18年度分は3分の1課税、19
年度分は3分の2課税、20年度分
からは全額課税になります。

農業所得収支計算説明会

農業所得の申告は、実際の収
入から必要経費の額を差し引い
て計算する「収支計算」が原則で
す。これまで「申告の目安」とし
ていた水稲所得標準は、平成17
年分を最後に、平成18年以降は
作成されないことになりました。
そのため、平成18年分の確定

申告（平成19年2月～3月申告分）
からは、すべての農家の方に「収
支計算」で申告していただくこと
になります。
その年の1月1日から12月31日
までの1年間の農業に関する金額
が分かる書類（通帳、出荷・売上
伝票、請求書、領収書など）の保
存を習慣づけてください。
また、農業収支計算説明会を

次のとおり実施します。
・10月28日（金）午後2時～
香住文化会館
・11月1日（火）午前10時～
小代区総合センター
・11月1日（火）午後2時～
村岡老人福祉センター
農業を行なっている人ならど

なたでも参加できます。ぜひご
参加ください。

●問い合わせ先
役場総務部税務課
10796・36・1111

税務課からお知らせ

宝
く
じ
助
成
金
で
子
ど
も
み
こ
し
を
新
調

小
代
地
区
の
大
谷
区
が
、
こ

の
た
び
子
ど
も
み
こ
し
を
購
入

し
ま
し
た
。

こ
の
み
こ
し
は
、（
財
）
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
助
成

事
業
で
購
入
さ
れ
た
も
の
で
す
。

大
谷
区
で
は
今
ま
で
子
ど
も

用
の
山
車
が
使
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
近
年
、
地
区
の
祭

り
に
参
加
す
る
区
民
が
減
少
し

て
い
た
こ
と
か
ら
、「
子
ど
も
か

香
美
町
で
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
但

馬
空
港
〜
大
阪
伊
丹
空
港
間
の
航

空
券
を
購
入
し
、
利
用
さ
れ
た
人

に
運
賃
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
対
象

・
町
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
人

・
町
内
に
所
在
す
る
事
務
所
、
事

業
所
な
ど
に
勤
務
し
て
い
る
人

・
香
美
町
出
身
の
学
生

■
助
成
額
（
片
道
）

・
お
と
な
（
12
歳
以
上
）

4
、
0
0
0
円

・
こ
ど
も
（
満
3
歳
以
上
12
歳
未
満
）

2
、
0
0
0
円

■
問
い
合
わ
せ
先

役
場
総
務
部
企
画
課

1
0
7
9
6
・
36
・
1
1
1
1

村
岡
地
域
局
地
域
振
興
課

1
0
7
9
6
・
94
・
0
3
2
1

小
代
地
域
局
地
域
振
興
課

1
0
7
9
6
・
97
・
3
1
1
1

便
利
で
お
得
！

コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

【
助
成
手
続
き
方
法
】

①
航
空
券
を
予
約
し
、
飛
行
機

に
乗
る

電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
で
航
空
券
を
予
約
・
購
入

し
、
飛
行
機
に
乗
り
ま
す
。

②
役
場
、
地
域
局
で
助
成
金
の

申
請
を
す
る

搭
乗
後
に
搭
乗
券
の
半
券
を

持
っ
て
役
場
企
画
課
か
各
地
域

局
地
域
振
興
課
へ
行
き
、
申
請

書
（
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）
に
必

要
事
項
を
記
入
し
提
出
し
ま

す
。（
申
請
に
必
要
な
物：

搭
乗

券
の
半
券
、
印
鑑
、
振
込
先
の

分
か
る
も
の
）

③
指
定
口
座
へ
振
り
込
み

助
成
手
続
き
後
、
指
定
さ
れ

た
口
座
へ
助
成
金
が
振
り
込
ま

れ
ま
す
。

ら
お
年
寄
り
ま
で
み
ん
な
が
楽

し
め
る
祭
り
に
す
る
た
め
、
み

こ
し
を
新
調
し
よ
う
」
と
今
回
、

子
ど
も
み
こ
し
を
購
入
し
ま
し

た
。み

こ
し
の
お
披
露
目
が
10
月

2
日
の
地
区
祭
り
で
行
わ
れ
る

予
定
で
し
た
が
、
当
日
は
あ
い

に
く
の
雨
模
様
で
、
み
こ
し
を

使
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

来
年
の
秋
祭
り
で

は
、
真
新
し
い
み
こ

し
を
担
い
だ
区
内
の

小
・
中
・
高
校
生
の

元
気
な
姿
が
、
区
内

の
人
た
ち
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

※そのほか割引運賃制度あり
※発着時刻は天候そのほかやむを得ない理由で変更される場合が
あります。搭乗前にご確認ください。

普通運賃（おとな）

特便割引（おとな）

こども（3歳以上12歳未満）

本人負担

5,000円

3,000円

3,500円

町助成金

4,000円

4,000円

2,000円

但馬推進協
助成

1,500円

－

－

運賃

10,500円

7,000円

5,500円

コウノトリ但馬空港～大阪伊丹空港間の運賃・利用助成額
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Town News
まちの話題

9
月
17
日
、
18
日
に
神
戸
市
で
開
催
さ
れ
た
第
22
回
日
本
身
体
障

害
者
水
泳
選
手
権
大
会
で
、
香
美
町
か
ら
出
場
し
た
稲
葉
馨
さ
ん
（
香

住
区
一
日
市
）
と
町
立
香
住
小
学
校
教
諭
、
西
脇
正
和
さ
ん
（
温
泉
町
）

が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

稲
葉
さ
ん
は
こ
の
大
会
に
12
年
連
続
出
場
、
過
去
に
6
個
の
金
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
2
0
0
メ
ー
ト
ル
個
人
メ
ド

レ
ー
で
見
事
7
個
目
の
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
。
50
メ
ー
ト
ル
自
由
形
で

も
2
位
に
入
り
ま
し
た
。

西
脇
さ
ん
は
、
50
メ
ー
ト
ル
と
1
0
0
メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ
で
と
も

に
自
己
ベ
ス
ト
を
記
録
、
見
事
2
冠
を
達
成
し
ま
し
た
。

２
人
と
も
「
家
族
や
仲
間
た
ち
の
応
援
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
」
と
喜

び
も
ひ
と
し
お
の
様
子
。

今
後
の
目
標
に
つ
い
て
は
、
稲
葉
さ
ん
は
、「
来
年
の
の
じ
ぎ
く
国

体
に
あ
わ
せ
て
県
内
で
開
催
さ
れ
る
の
じ
ぎ
く
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
へ
の
出
場
」、
西
脇
さ
ん
は
、「
夢
は
大
き
く
北
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
出
場
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

日
本
身
体
障
害
者
水
泳
選
手
権
大
会

稲
葉
さ
ん
、
西
脇
さ
ん
全
国
で
Ｖ

両手に賞状
笑顔の稲葉さん

9
月
10
日
、
11
日
の
2
日
間
、
香
住
区
内
で
山
陰
海
岸
魅
力
体
験
ツ
ア

ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

山
陰
海
岸
は
、
日
本
列
島
誕
生
の
劇
的
な
ド
ラ
マ
の
跡
を
残
し
て
お
り
、

そ
の
地
形
や
地
質
が
多
彩
で
変
化
に
富
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
「
地
質
、

地
形
の
博
物
館
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

但
馬
各
地
や
京
阪
神
な
ど
約
1
8
0
人
が
参
加
し
、
10
日
は
三
田
浜
海

水
浴
場
（
香
住
区
下
浜
）
で
の
地
引
き
網
や
遊
覧
船
で
の
海
岸
巡
り
、
山
陰

海
岸
の
洞
門
や
奇
岩
の
特
徴
な
ど
を
学
ぶ
講
演
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。
11

日
に
は
、
京
阪
神
か
ら
の
参
加
者
80
人
が
、
猿
尾
滝
や
但
馬
高
原
植
物
園

な
ど
町
内
の
観
光
地
を
巡
回
し
、
自
然
の
す
ば
ら
し
さ
を
満
喫
し
ま
し
た
。

山
陰
海
岸
の
す
ば
ら
し
さ
　
も
っ
と
知
っ
て

山
陰
海
岸
魅
力
体
験
ツ
ア
ー

香
美
町
身
体
障
害
者
福
祉
協

会
主
催
の
香
美
町
障
害
者
（
児
）

ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
9
月
28
日
に

お
じ
ろ
ド
ー
ム
（
小
代
区
実
山
）

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
香
美
町
内
の

障
害
者
（
児
）
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
、
お
互
い
の
交
流
と
親
睦

を
深
め
、
障
害
者
の
社
会
参
加

意
欲
の
高
揚
と
体
力
の
維
持
増

進
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
住

民
の
障
害
者
に
対
す
る
理
解
と

認
識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

大
会
で
は
、
輪
投
げ
競
争
や

ボ
ウ
リ
ン
グ
、
玉
入
れ
な
ど
10

種
目
の
競
技
が
行
わ
れ
、
参
加

し
た
約
1

6
0
人
は

支
部
ご
と

に
選
手
団

を
形
成
し
、

得
点
を
競

っ
て
さ
わ

や
か
な
汗

を
流
し
て

い
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
でさ

わ
や
か
な
汗

香
美
町
障
害
者（
児
）

ス
ポ
ー
ツ
大
会

香住小の児童たちから
祝福を受ける西脇さん

ゲーム感覚で楽しく競技

地引き網に汗を流す参加者
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9
月
18
日
、
香
住
区
若
松
の
香
住
漁
港
西
港
で
、
第
4

回
か
す
み
商
工
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
ま
つ
り
は
、
香
住
町
商
工
会
が
地
域
お
こ
し
事
業

の
一
つ
と
し
て
始
め
た
も
の
で
、
村
岡
区
・
小
代
区
の
団

体
も
参
加
し
て
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

紅
白
の
も
ち
1
、
0
0
0
個
が
舞
う
も
ち
ま
き
で
ス
タ

ー
ト
し
た
後
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
猿
ま
わ
し
、
踊
り
な

ど
が
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
原
価
の
1
割
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
や
海
産
物
の
展
示
販
売
、
但
馬
牛
が
焼
か
れ
来
場

者
に
無
料
で
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

3
0
、
0
0
0
円
相
当
の
但
馬
牛
を
か
け
て
の
丸
太
切
り
大
会
で
は
、
参
加
者
が
商
品
目

指
し
て
、
額
に
汗
を
か
き
な
が
ら
一
生
懸
命
、
競
技
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

露
店
に
競
り
、
ゲ
ー
ム
で
盛
り
上
が
り

第
4
回
か
す
み
商
工
ま
つ
り65

歳
以
上
を
対
象
に
し
た
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
「
第
17
回
兵
庫
県
高
齢
者
歯
科
健
康
ま

つ
り
」
で
森
一
さ
ん
（
村
岡
区
森
脇
）
が
最
優
秀
の
県
知
事
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ま
つ
り
は
、
80
歳
に
な
っ
て
も
20
本
の
歯
を
残
す
8
0
2
0
運
動
を
進
め
る
た

め
、
県
歯
科
医
師
会
が
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
森
さ
ん
は
妻
の
節
子
さ
ん
と
こ
の
コ

ン
ク
ー
ル
に
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
、
虫
歯
の
有
無
や
か
み
合
わ
せ
な
ど
の
審
査
を
受
け
ま
し
た
が
、
80
歳
に
し
て

虫
歯
も
全
く
な
く
、
30
本
全
て
の
歯
を
保
っ
て
い
る
一
さ
ん
は
、
参
加
58
人
中
、
最
高

の
県
知
事
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
虫
歯
の
治
療
経
験
は
あ
る
も
の
の
30
本
近
く
歯
が
残
っ
て
い
る
節
子
さ
ん
も

は
っ
ぴ
い
ス
マ
イ
ル
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

80
歳
で
1
本
の
歯
も
欠
け
ず
、
虫
歯
も
な
し

森
一
さ
ん
に
高
齢
者
歯
科
健
康
表
彰
、
県
知
事
賞

夫婦そろって良い歯の持ち主、森さん夫妻

9
月
16
日
に
お
じ
ろ
ド
ー
ム
（
小
代
区
実
山
）、
22
日
に
村
岡
体

育
館
（
村
岡
区
村
岡
）
で
老
人
福
祉
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

村
岡
・
小
代
区
で
は
合
併
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
行
事
で
町
の

ほ
か
社
会
福
祉
協
議
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
各
支
部
が
主
催
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
代
区
で
は
、
88
歳
と
80
歳
を
迎
え
た
人
を
表
彰
。
子
ど
も
た

ち
の
作
文
朗
読
で
は
「
長
生
き
し
て
ね
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
涙
ぐ

む
人
も
。
ほ
か
に
も
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
が
大
会
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

村
岡
区
で
は
、
米
寿
者
と
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
に
対
す
る
表

彰
の
ほ
か
、
最
近
被
害
が
増
え
て

い
る
悪
徳
商
法
対
策
に
つ
い
て
の

講
演
や
演
芸
な
ど
が
大
会
に
花
を

添
え
ま
し
た
。

元
気
で
長
生
き
　
何
よ
り
の
宝

村
岡
区
、
小
代
区
で
老
人
福
祉
大
会

実践発表に耳を傾ける参加者（村岡）

但馬牛目指して必死に丸太切り

88歳、80歳の人を表彰（小代）
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香美町役場本庁舎　　　　　　36・1111

〃　　　南庁舎　　　　　　39・2053

〃　　　村岡地域局　　　　94・0321

〃　　　小代地域局　　　　97・3111

香美町教育委員会　　　　　　94・0101

〃　　　　香住分室　　36・3764

〃　　　　小代分室　　97・3966

公立香住総合病院　　　　　　36・1166

公立村岡病院　　　　　　　　94・0111

香住地域福祉センター　　　　36・4345

香住老人福祉センター　　　　36・5008

村岡老人福祉センター　　　　98・1000

小代高齢者生活支援センター　97・2202

（全ての施設の市外局番：0796）

◆
主
な
連
絡
先
◆

㈲西本設備

〃

㈱N・S・K

〃

㈲秀和工建

寺崎塗装店

中村建築

㈲三七十

〃

㈱隆栄水産

㈱ヤマヨシ

平和焼肉

海英水産

㈲カネニ寺川商店

㈱ヤマニ水産

味処喜いち

㈱警備ひゃく

香住自動車㈱

㈲山本モータース

県立香住高等学校

㈲駒徳商店

㈱吉宗

美岡工業㈱

〃

マンパワー・ジャパン㈱

㈱フリーワーク

村瀬医院

㈱入江産業

㈱田村建設

〃

エイワ電器㈱

㈱ニッコクトラスト

関西技術工業㈱

配管工

電気工事

電気工事管理者・技術者

建設コンサルタント

1・2級土木施工管理技士

建築塗装職人（見習可）

大工

接客係

フロント事務

ウェイトレス・ウェイター

水産加工員

飲食、サービス係

販売

水産加工員

webデザイナー

調理師（見習可）

交通警備員

営業（見習可）

自動車・保険営業

調理員

水産加工・荷造り

営業スタッフ

機械オペレータ

組立オペレータ

自動車部品検査・付帯作業

自動車部品製造

看護士

機械加工

普通作業員

土木施工管理技士

購買事務

栄養士業務

電気工事

不問

不問

不問

不問

20～40

55以下

不問

不問

不問

不問

不問

不問

45以下

不問

不問

不問

18～60

不問

不問

不問

50以下

35以下

不問

不問

不問

18～45

不問

不問

不問

不問

35以下

不問

20～35

1

1

1

1

1

3

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

3

1

1

1

1

1

3

1

7

3

1

3

2

1

1

1

1

事業所名 職　　種 年齢 人数

㈲三七十

〃

㈱隆栄水産

㈲蟹かや水産

㈱カネリョウ商店

㈱ヤマヨシ

㈲カネニ寺川商店

㈲さだ助

㈱但馬銀行

㈱伸和

全但バス㈱

㈱ニッコクトラスト

▼パート

求人情報
（平成17年8月23日～9月21日・順不同）

接客係

フロント事務

ウェイトレス・ウェイター

事務

製造加工員

水産加工員

水産加工員

接客

一般銀行事務

クリーニング取次店集配事務

バス運転手

経理事務

不問

不問

不問

不問

不問

不問

不問

45以下

20～45

25～45

50～60

不問

3

1

2

2

3

1

2

2

1

1

3

1

ハローワーク香住（職業安定所）
10796・36・0137

◆土地取引の届け出をお忘れなく◆
一定面積以上の土地取引をした場
合、契約を締結した日から起算して
2週間以内に町を経由して知事に届
け出なければなりません。
s届出が必要な面積
・都市計画区域　
…5,000平方メートル以上
・都市計画区域以外の区域
…10,000平方メートル以上

s問い合わせ（相談）先
兵庫県土地対策室
1078・341・7711
役場総務部企画課
10796・36・1111

◆住宅用太陽熱高度利用システム
補助制度◆

s補助対象者
集熱器の総面積75平方メートルま

でのソーラーシステムを設置する人
s補助金額
目安として6平方メートルで約10
万円、75平方メートルで約125万円
（ソーラーシステムの型式により金
額が異なります）
※住宅以外の建物に設置する場合
（公共施設除く）も対象になる場合

があります。
s問い合わせ先
（財）新エネルギー財団太陽熱利用部

103・5275・9566

◆ご利用ください　国の教育ローン◆
国民生活金融公庫では、政府系金
融機関として「国の教育ローン」を取
り扱っています。
入学時の学校納付金のほか、在学
中に必要な授業料、交通費などに利
用できます。
s利用できる人
高校・大学・専門学校などに入

学、在学する本人か保護者で、年間
収入が990万円（事業所得者は770万
円）以内の人
s融資額
学生・生徒一人につき200万円以内

s返済期間　10年以内
s据置期間
在学期間内での元金の据置が可能

（返済期間に含む）
s利率 1.65％（固定、9月5日現在）
s問い合わせ（相談）先
国民生活金融公庫豊岡支店
10796・22・4327

○仕事を引き受けます
ご家庭、企業、団体、商店など
で、高齢者にふさわしい仕事の依
頼をお待ちしています。
お客様からいただいた仕事は、
人材センターが請負の形で引き受
け、会員が仕事をします。

○会員募集中
60歳以上の健康で働く意欲のあ
る方でシルバー人材センターの趣
旨を理解し、賛同する方なら、ど

【記事訂正について】広報「ふるさと香美」9月号の6ページ「この夏　香美の子どもたちが全国で活躍」内、鳥取西高等学
校3年生、★本翔太くんの「★」の字が抜けていました。また、12ページ「JAたじま香住総合支店に新しい梨の選果機を
導入」の総事業費は1億1,240万円、国や町の補助金は5,760万円が正しい数字でしたので、それぞれ訂正いたします。

なたでも会員になれます。
就業や収入の保証はありません
が、会員の希望と能力に応じた働
き方ができます。

●問い合わせ先
香住町シルバー人材センター　　
10796・36・3700
美方郡広域シルバー人材センター
村岡支部　10796・98・1070
美方郡広域シルバー人材センター
美方支部　10796・97・2202

◆シルバー人材センターから◆
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◆平成18年度県立農業大学生◆
s募集人数　40人（推薦…約15人、
一般前期…約20人、一般後期…約5人）
s教育期間　2年（全寮制）
s受験資格
・推薦入学…高校卒業見込みで、県
内に農業経営基盤がある人（高等学
校長の推薦など資格要件あり）
・一般入学…知事が高等学校卒業と
同等の学力があると認めた25歳未
満の人
s出願期間
・推薦　11月1日～15日
・一般前期　11月21日～12月 9日
・一般後期　平成18年２月13日～24日
s試験日
・推薦　11月22日
・一般前期　12月20日
・一般後期　平成18年3月1日
s試験科目
・推薦　筆記試験（小論文）、面接
・一般　国語（古文・漢文除く）、数
学Ⅰ、面接
s問い合わせ先
県立農業大学校教務課
10790・47・1551

◆年金相談所◆
年金の疑問や不安について、兵庫
社会保険事務局豊岡事務所の職員が
お答えします。
相談には、年金手帳などの基礎年
金番号の分かるものをご持参くださ
い。保険料徴収も行います。
sと　き　10月27日（木）

午前10時～午後3時
sところ　村岡老人福祉センター
※次回は小代区で３月開設予定

s問い合わせ先
兵庫社会保険事務局豊岡事務所　
10796・22・3196
役場健康福祉部町民課
10796・36・1111

資質向上を目的とし、小学校第3学
年までの児童を養育している人（主
に父親又は母親）に支給されます。
※出生や転入などの際に請求をして
いない人は手続きをしてください。
※公務員の人は、勤務先で手続きを
してください。
・「児童扶養手当」は、父親と生活
を共にできない児童を養育されてい
る人や、父親に重度の障害がある場
合、家庭生活の安定と自立を助ける
ために支給されます。
・「特別児童扶養手当」は、重度、
中度障害のある児童を養育する人に
支給されます。
この３制度には、それぞれ支給要
件、所得制限などがあります。詳細
は下記にお問い合わせください。
s問い合わせ先
役場健康福祉部福祉課
10796・36・1111
村岡地域局健康福祉課
10796・94・0321
小代地域局健康福祉課
10796・97・3111

◆高額書籍の購入勧誘に注意!!◆
最近、町内の事業所などに、同和
関連の書籍購入を勧める電話がかか
ってきたという事案がありました。
これまでにも同様の事案がありまし
たが、なかなか後を絶ちません。こ
れらは「えせ同和行為」と呼ばれ、
同和問題への正しい理解とその解決
を阻む行為であり、断じて許すこと
はできません。
不必要な書籍なら、「必要ありま

せん！」と毅然とした態度で、きっ
ぱりと断ることが大切です。このよ
うな勧誘の電話があった時や相談に
は下記にご連絡ください。
s問い合わせ（相談）先
役場健康福祉部町民課
10796・36・1111
村岡地域局健康福祉課
10796・94・0321
小代地域局健康福祉課
10796・97・3111

◆都市計画道路変更案の縦覧◆
香住港湾線自歩道整備事業に伴

い、都市計画道路七日市線（県決定）
と香住港湾線（町決定）の幅員など一
部区域を変更しますので、都市計画
変更案の縦覧を行います。
s縦覧期間
10月18日（火）～11月1日（火）
（平日の執務時間内）

s縦覧場所
香美町役場建設部建設課（町決定、
県決定分）
兵庫県県土整備部都市計画課（県

決定分）
s意見書の提出
この案に意見のある人は、案の縦
覧期間中に意見書を提出することが
できます。町決定分は町長宛、県決
定分は知事宛となりますが、県決定
分は町でも受け付けます。
s問い合わせ（意見書提出）先
＜町決定・県決定分＞
役場建設部建設課
10796・39・2058
＜県決定分＞
兵庫県県土整備部都市計画課
1078・341・7711（代）

◆女性の人権ホットライン◆
夫やパートナーからの暴力、職場
でのセクシュアル・ハラスメント、
ストーカーなどで困っている女性の
ために、弁護士や女性の人権擁護委
員が無料で電話相談に応じます。
sと　き　11月20日（日）

午前10時～午後5時
s相談電話番号
1078・393・0339

s問い合わせ
神戸地方法務局人権擁護課
1078・392・1821

◆児童の幸せを願う3つの手当◆
・「児童手当」は、児童の養育に手
当を支給することで、家庭生活の安
定と次世代を担う児童の健全育成、

けいじばん
募　　集

開　　催

そのほか
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この広報誌は、自然環境を考えてソイ（大豆油）
インキ、再生紙100％を使用しています。 
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ふ
る
さ
と
香
美
（
第
7
号
）
平
成
1
7
年
1
0
月
1
3
日
発
行

■
発
行
／兵
庫
県
香
美
町
■
企
画
編
集
／総
務
部
企
画
課

香香 美美
名名所所 巡巡りり

編
集
後
記
「
日
々
雑
感
」

まちのうごき
（平成17年9月1日現在）

合　計　22,643人（－17）
男　　10,794人（－16）
女　　11,849人（－ 1）
世帯数 6,961世帯（＋ 3）

カッコ内は前月比

今
月
号
の
製
作
期
間
中
、
何
カ
所
が
取
材
に

出
か
け
た
の
で
す
が
、
行
く
先
々
で
雨
に
祟
ら

れ
ま
し
た
。

合
併
前
か
ら
広
報
を
製
作
し
て
き
ま
し
た
が
、

「
こ
こ
ぞ
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
の
時
に
限
っ
て
雨

が
多
い
私
。

今
月
号
に
も
載
っ
て
い
ま
す
が
、「
当
日
は
あ

い
に
く
の
雨
で
…
」
と
い
う
記
述
が
、
合
併
前

の
歴
代
の
広
報
担
当
者
や
よ
そ
の
広
報
紙
よ
り

多
い
な
、
と
自
分
で
も
思
い
ま
す
。

台
風
の
影
響
に
よ
る
強
風
の
中
や
、
氷
点
下

の
屋
外
で
震
え
な
が
ら
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
巡
り
合
わ
せ
が
悪
い
な
、

と
感
じ
て
い
ま
す
。

取
材
に
行
く
と
雨
が
降
る
と
い
う
の
は
、
あ

く
ま
で
確
率
的
な
も
の
で
す
の
で
、
雨
男
な
ど

と
言
わ
れ
る
の
は
気
に
な
り
ま
せ
ん
が
、
何
事

に
お
い
て
も
タ
イ
ミ
ン
グ
と
い
う
の
は
大
切
な

も
の
だ
な
と
感
じ
ま
す
。

で
も
、
す
べ
て
の
取
材
先
で
雨
が
降
る
わ
け

で
は
な
い
の
で
、
取
材
先
で
私
を
見
か
け
て
も

雨
男
っ
て
言
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
ね
。

（
タ
ク
）

【写真上】特殊な技術で製作された魚類・甲
殻類のはく製や貝類が見られる展示コーナー
【写真左】水産加工体験実習室ではイカの一
夜干しや焼きちくわ作りなどが楽しめる

平成6年に開催された「但馬・理想
の都の祭典」海中公園展の会場とな
った香住漁港東港。そのとき港内に
建設された海洋展示資料館が香美町
海の文化館です。
祭典終了後、数度の改装を経て、

現在では館内に約450種・1,400点の
魚類、甲殻類のはく製や1,700点の貝
類を展示しています。今まで原色図
鑑でしか見ることのできなかった美
しい魚、珍しい魚、水族館では飼育
が難しい魚などを見ることができま
す。
ほかにも海や漁業に関するいろい

ろな資料を模型やパネル、分かりや
すい映像で紹介しており、楽しみな
がら学ぶことができます。
また、水産加工体験実習室では、

イカの一夜干し、焼きちくわ、魚の
さばき方などが学べ、自然学校の児
童や町内幼稚園児、小学生の体験教
室などが行われています。
■開館時間　午前9時～午後5時
■休館日
毎週水曜日（祝祭日の場合は翌日）
12月29日～1月3日
■観覧料　大人300円、高校生200円、
小中学生100円（香美町民は無料）
■問い合わせ先
香美町海の文化館
10796・36・4671


